
高齢化の進行に伴い、認知症高齢者の増加が見込まれています。
家族や友人だけでなく自分自身も含めて、誰もが認知症になり得る可能性があ

るため、一人一人が認知症を自分事としてとらえ、認知症に対する正しい知識を
持ち、認知症の人への理解を深め、認知症の人に対してやさしい取組を行う企
業・団体を増やし、地域社会全体で認知症に備える必要があります。

共生社会
支援の輪: 認知症の人が尊厳を持って自分らしく生活できる環境を整えるために、

企業・団体・地域住民等の多様な主体がパートナーとなり支援するこ
とを促進する。

理解の輪: 認知症に対する理解を深めることで、偏見や誤解を減らし、誰もが住
みやすい地域をつくる。

協働の輪: 地域のあらゆる人が関与できる仕組みを作ることで、認知症の人や家
族が孤立しないようにする。

地域社会が協力し合い、認知症に対する理解
と配慮を深めていくことを目指します。

顧客
対応力向上

地域との
信頼関係構築

社会貢献

実施主体：愛媛県・エーザイ(株)【共催事業】
(※認知症とMCIの啓発に関する連携協定)

目的：県民講座で自社の事業領域における認
知症関係の講演、事例発表、情報提供
等県民に認知症とMCIの正しい知識の
普及と認知症への備えの啓発を行う。

内容：県・エーザイ・参画企業等が連携し、
広く県民を対象に、MCIと認知症に関
するセミナー等を実施

実施主体：愛媛県

目的：養成講座プラスを受講し、認知症につ
いて正しく理解し手助けできる従業員
等を養成し、営業力の強化や認知症対
応力向上、近親者の認知力低下に対す
る早めの気づきと対応、介護離職の防
止、自身や家族の健康管理、地域貢献
につなげる。

内容：出張講座での受講又は在宅介護研修セ
ンターでの受講

★認知症ＶＲ体験等や認知症の方の経験等を
従来講座にプラス

１

３

２

認知症の人にやさしい取組の提案企業・団体募集

実施主体：企業・団体（県は企業・団体が提案する取組のマッチングを行う）
目的：多様な主体と連携協働し、認知症バリアフリー化を推進し、認知症の人や家族に

やさしい地域づくりを推進する。
内容：県や市町、関係団体の各種認知症に関する取組と、企業・団体から自社の強みを生

かした多様な提案とをマッチングし、地域社会において認知症の取組を実施

認知症に
備える

認知症サポーター養成講座＋(プラス)

受講企業・団体募集
県民公開講座
開催参画企業・団体募集

認知症・MCI（軽度認知障害）に関する
啓発等協力企業・団体を募集します

【共通】宗教団体や政治活動を主たる目的とする団体、暴力団及びその統制の下にある団体は固くお断りします。



認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく
見守り、できる範囲で手助けをする人のことです。

愛媛県では、認知症になってもその方やご家族が安心安全に暮らせるま
ちづくりをめざしています。
認知症について正しく理解し、社会全体で見守っていけるよう企業・団

体の皆様に向けた、養成講座を開催します。

認知症サポーター
養成講座＋(プラス)
受講企業・団体募集

１

お申込み
ご相談

ご相談だけでも
お気軽にどうぞ

日程調整

（開催時期・
受講人数等）

講座
開催

開催までの流れ
県

県在宅介護
研修センター

企業・団体等

認知症サポーターとは ～誰もが認知症になり得る時代～

●申込者 ： 愛媛県内に事業所（本社、支社又は営業所等）を有する企業・団体
●受講者 ： 申込企業・団体に所属する従業員等、県内の学生
●概 要 ： 年１０回程度（１回あたり概ね10名以上）
Aコース 認知症サポーター養成講座（９０分）＋VR体験（６０分）

※ VR体験の都合上、１回あたりの定員は15名となります
Bコース 認知症サポーター養成講座（９０分）＋認知症本人や家族の声を聴く（15分）

●費 用 ： 原則受講料無料
●講 師 ： キャラバン・メイト（県から派遣）
●内 容 ： 認知症の基礎知識やかかわり方

認知症の人と家族等の理解につながる認知症VR体験
生活習慣の改善による認知症リスク低減の啓発
認知症ケアパス等に関する情報提供 等

●実施方法 企業・団体内の会議室等（出前講座）
在宅介護研修センター（会議室）

社会貢献の実現・地域との連携強化
従業員の認知症理解促進・健康意識向上

●認知症やMCIに関する理解促進・啓発活動に協力することで、
地域社会に貢献できます。

●認知症やMCIに関する理解が深まり、従業員自身や家族の健康管
理、介護離職の防止等、働きやすい職場環境づくりに役立ちます。

●高齢者や認知症の人への適切な接し方を理解することで、対応力
が高まり、サービスや顧客対応の向上につながります。

ポイント



愛媛県・エーザイ
認知症とMCIの啓発に関する連携協定事業

★ 本県民講座は、愛媛県とエーザイ㈱の共催事業として開催します。
★ 本県民講座の参画企業･団体提案部分では、企業等としての認知症に関する取組、地域支援に対する取組姿勢、
    地域の皆さまとともに歩む意思をお伝えいただくことが可能です。
★ 本県民講座は公益性を重視し、製品やサービスの直接的な販売行為、主催者の承諾なく行う物品配布、講座内
    容を逸脱した営業活動は固くお断りします。

県では認知症とMCIの正しい知識と理解を深めることを目的に、県民
講座を開催しており、御参画いただける企業・団体を募集しています。

【愛媛県内に事業所（本社、支社又は営業所等）を有する企業・団体】

県

エーザイ

③
提案内容の
確認・受付 ⑥

取組内容
の三者
相談・
調整等

④
企画
検討

⑦
開催の
周知
PR
集客
促進参画

企業･団体

県
民
講
座
等

共
催

①
参画企業･
団体の募集

②相談・
応募・提案

⑤

協力
依頼

〇応募後の流れ（随時受付中）

２

【県民公開講座参画例】 事業例

主要部分
（県・エーザイ）

参画企業・団体
提案部分

●主要部分（県・エーザイ）
・日程･会場･講師等は県・エーザイで決定
・内容：認知症やMCIへの理解促進につな

がるもの

●参画企業･団体提案部分
・参画企業等の提案により協議・決定
（参画企業等の事業領域における認知症
関係のお話しや事例発表など、参画企
業等の強みを生かした多様な提案）

【例】
・金融機関 ： 認知機能低下に備えた金銭管理
・権利擁護 ： 認知機能低下に備えた成年後見制度
・小売業 ： スーパーでのスローショッピングの取組
・配達業 ： 見守り活動等の地域参加事例
・フィットネスジム ： 健康づくりの取組
・福祉用具取扱店 ： 福祉用具の利用の仕方 等 

認知症とMCI(軽度認知障害)の県民
公開講座への参画企業・団体募集



URL：https://logoform.jp/form/XG6n/1426192

愛媛県保健福祉部生きがい推進局 長寿介護課
TEL：089-912-2431 :choujukaigo@pref.ehime.lg.jp

下記のURL又は二次元バーコードから応募できます！

随時受付中

認知症の人にやさしい取組の
提案企業・団体募集

３

１ ２ ３

申込先
問合せ先

県では、多様な主体と連携・協働し、認知症の人への理解を深め
ていくため、認知症の人にやさしい取組提案を行っていただける
企業・団体を募集します。
【愛媛県内に事業所（本社、支社又は営業所等）を有する企業・団体】

お申込み
ご相談

ご相談だけでも
お気軽にどうぞ

提案内容の
確認

実現

実施の流れ

県

企業・団体等

例

1.認知症に関する理解促進パンフレットや啓発資料の設置・配布
•店舗、施設の受付やロビー、休憩室に認知症啓発パンフレットを置く
•商品購入時やサービス利用時に啓発リーフレットを同封・配布する
2.従業員向けの認知症研修・セミナーの実施
•社内研修や勉強会で認知症の基礎知識や対応方法を学ぶ機会を設ける
•専門家を招いた講演会やワークショップを開催する
•県民講座の受講
3.認知症カフェや相談窓口の会場提供・運営支援
•自社の会議室等を認知症カフェや相談会の開催場所として貸し出す
•従業員がボランティアとして相談支援やイベント運営に参加する
4.広告・広報による情報発信支援
•会社のウェブサイトやSNSで認知症啓発情報を発信する
•店舗や製品広告に認知症理解促進のメッセージを掲載する
5.認知症サポーター養成講座の支援
•会場提供などで講座の開催を後押しする
•従業員が認知症サポーター資格を取得することを奨励・支援する
6.商品・サービスの認知症配慮対応の推進
•認知症の人や家族が使いやすい商品開発やサービス提供を目指す
•認知症にやさしい店舗づくりや接客マニュアルの導入

マッチング
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